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～予算規模～ 

                 

会 計 名 予 算 額 前年度予算額 前年比 

一 般 会 計 97億 8,181万円 79億 3,702万円 23.2％ 

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 12億  810万円 12億  821万円 0.0％ 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億 1,963万円 1億 1,425万円 4.7％ 

介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 8億 1,160万円 8億   303万円 1.1％ 

介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 特 別 会 計 606万円 575万円 5.4％ 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計   2億 6,697万円   2億 7,168万円 ▲1.7％ 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3億 9,623万円 3億 3,442万円 18.5％ 

個 別 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 3,215万円 3,207万円 0.2％ 

合  計 126億 2,255万円 107億   643万円 17.9％ 

 

 

 

～一般会計予算の内訳～ 

 

歳 入 予 算 歳 出 予 算 

区  分 予 算 額 構成比 区  分 予 算 額 構成比 

町税 10億 1,671万円 10.4％ 議会費 5,882万円 0.6％ 

地方譲与税 2億 2,531万円 2.3％ 総務費 11億 3,349万円 11.6％ 

各交付金等 1億 9,669万円 2.0％ 民生費 20億 7,541万円 21.2％ 

地方交付税 35億 4,866万円 36.3％ 衛生費 5億 3,645万円 5.5％ 

分担金及び負担金 1億 3,551万円 1.4％ 労働費 715万円 0.1％ 

使用料及び手数料 1億 9,292万円 2.0％ 農林水産業費 12億 5,255万円 12.8％ 

国庫支出金 5億 6,941万円 5.8％ 商工費 1億 1,067万円 1.1％ 

道支出金 7億 9,458万円 8.1％ 土木費 5億 7,324万円 5.9％ 

財産収入 8,370万円 0.9％ 消防費 4億 7,188万円 4.8％ 

寄附金 1億 8,050万円 1.8％ 教育費 7億 7,302万円 7.9％ 

繰入金 5億 2,572万円 5.4％ 公債費 15億 3,091万円 15.6％ 

諸収入 2億 3,358万円 2.4％ 職員給与費 12億 5,322万円 12.8％ 

町債 20億 7,852万円 21.2％ 予備費 500万円 0.1％ 

合  計 97億 8,181万円 100.0% 合  計 97億 8,181万円 100.0% 
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～町税の状況～ 

 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 前年比 

個人町民税 4億   450万円 56,788円 3億 7,628万円 7.5％ 

法人町民税 5,994万円 8,415円 7,049万円  ▲15.0％ 

固定資産税 4億 6,714万円 65,582円 4億 6,413万円  0.6％ 

 うち国有資産等交付金 463万円 650円 427万円 8.4％ 

軽自動車税 2,845万円 3,994円 2,906万円  ▲2.1％ 

町たばこ税 5,650万円 7,932円 5,873万円  ▲3.8％ 

入湯税 18万円 25円 19万円  ▲5.3％ 

合  計 10億 1,671万円 142,736円 9億 9,888万円  1.8％ 

 

～地方交付税等の状況～ 

 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 前年比 

地方交付税 35億 4,866万円 498,197円 33億 7,036万円 5.3％ 

 うち普通交付税  32億 7,116万円 459,239円 31億 2,036万円 4.8％ 

 うち特別交付税 2億 7,750万円 38,958円 2億 5,000万円 11.0％ 

臨時財政対策債 1億 4,562万円 20,444円 1億 6,700万円 ▲12.8％ 

合  計 36億 9,428万円 518,641円 35億 3,736万円  4.4％ 

 

～性質別経費の内訳～ 

 

区 分 当初予算額 構成比 町民１人あたり 備    考 

人件費 13億 1,184万円 13.4％ 184,170円 議員報酬、職員給与等 

扶助費 3億 7,386万円 3.8％ 52,486円 自立支援給付費、医療費扶助、児童手当等 

公債費 15億 3,091万円 15.7％ 214,925円 町債償還費 

物件費 15億 4,422万円 15.8％ 216,793円 事務費、施設管理委託等 

維持補修費 1億 8,754万円 1.9％ 26,329円 施設維持補修費、道路維持費等 

補助費等 13億 9,136万円 14.2％ 195,333円 補助・交付金、消防組合負担金等 

積立金 7,046万円 0.7％ 9,892円 基金積立金 

繰出金 5億 1,266万円 5.2％ 71,972円 特別会計繰出金 

普通建設 

事業費 
28億 5,396万円 29.2％ 400,668円 

公共施設整備（認定こども園整備等）、道

路・橋りょう整備、土地改良、森林保全等 

予備費 500万円 0.1％ 702円  

合 計 97億 8,181万円 100.0% 1,373,270円  
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～基金の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

H30年度末 R元年度末 R2年度末

残　 　高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

1,313,659 1,314,707 2,191 44,012 1,272,886

346,260 357,352 712 358,064

その他特定目的基金 3,686,839 3,435,347 67,553 481,705 3,021,195

公共施設等整備基金 1,451,556 1,416,416 1,137 80,306 1,337,247

地域福祉・医療基金 662,339 428,018 42,886 89,152 381,752

網走湖環境改善対策基金 50,058 50,063 11 2,549 47,525

東藻琴高校教育振興基金 38,413 40,338 7,410 6,341 41,407

学校教育施設建設基金 125,255 122,135 26 26,990 95,171

地域振興基金 1,238,065 1,144,733 121,281 1,023,452

国営美女地区かんがい排水事業基金 73,068 90,018 19 90,025 12

子ども未来づくり教育基金 48,085 50,583 16 49,876 723

森林環境譲与税基金 1,943 16,029 11,307 6,665

女満別空港活性化基金 91,100 19 3,878 87,241

5,346,758 5,107,406 70,456 525,717 4,652,145

57,773 57,773 1 57,774

57,773 57,773 1 57,774

5,404,531 5,165,179 70,457 525,717 4,709,919

【特別会計】 （単位：千円）

H30年度末 R元年度末 R2年度末

残　　 高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

76,488 79,502 16 19,362 60,156

63,450 67,924 32 14,968 52,988

139,938 147,426 48 34,330 113,144

【北海道市町村備荒資金組合納付金】 （単位：千円）

H30年度末 R元年度末 R2年度末

残　　 高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

135,347 130,236 1,302 131,538

163,568 157,071 547 7,068 150,550

298,915 287,307 1,849 7,068 282,088合　　計

合　　計

名　　称
R2年度中増減見込み

普通納付金

超過納付金

運用基金計

合　　計

基金の名称
R2年度中増減見込み

国民健康保険基金

介護保険基金

基金の名称
R2年度中増減見込み

財政調整基金

減債基金

積立基金計

奨学基金
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～町債の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

H30年度末 Ｒ元年度末 Ｒ2年度 Ｒ2年度末
未償還額 未償還見込額 元金 利子 借入見込額 未償還見込額

公共 97,830 90,777 9,854 548 80,923

公営住宅 893,038 786,567 145,869 10,737 7,800 648,498

災害復旧 108,782 119,423 14,226 38 105,197

緊急防災・減災 58,478 58,492 9,060 304 3,600 53,032

学校教育 472,144 457,029 12,627 2,250 444,402

一般廃棄物

一般単独 36,540 21,741 10,757 283 10,984

一般補助施設 3,423,400 3,422,000 191,348 9,172 3,230,652

地方道路等 68,122 48,585 12,506 722 36,079

合併特例 2,049,195 1,794,478 284,552 7,889 133,900 1,643,826

合併推進 44,998 23,974 18,257 354 5,717

辺地対策

過疎対策 4,277,541 4,868,719 452,911 9,093 1,795,300 6,211,108

財源対策 18,578 12,142 5,130 209 7,012

減税補てん 24,292 18,781 4,820 46 13,961

税収補てん

臨時財政対策 3,257,734 3,144,810 272,618 11,842 145,622 3,017,814

道貸付金

その他 323,822 299,752 25,287 6,511 274,465

計 15,154,494 15,167,270 1,469,822 59,998 2,086,222 15,783,670

【簡易水道事業特別会計】 （単位：千円）

H30年度末 Ｒ元年度末 Ｒ2年度 Ｒ2年度末
未償還額 未償還見込額 元金 利子 借入見込額 未償還額

簡易水道 1,180,129 1,125,275 67,715 18,975 16,600 1,074,160

過疎対策 255,883 232,189 31,532 738 16,500 217,157

計 1,436,012 1,357,464 99,247 19,713 33,100 1,291,317

【下水道事業特別会計】 （単位：千円）

H30年度末 Ｒ元年度末 Ｒ2年度 Ｒ2年度末
未償還額 未償還見込額 元金 利子 借入見込額 未償還額

下水道 1,000,355 872,310 139,901 22,595 16,900 749,309

過疎対策 44,805 46,982 4,112 82 16,800 59,670

臨時財政特例 13,029 10,074 3,083 399 6,991

資本費平準化 344,187 361,461 34,507 2,063 56,000 382,954

高資本費対策 152

計 1,402,528 1,290,827 181,603 25,139 89,700 1,198,924

【個別排水処理事業特別会計】 （単位：千円）

H30年度末 Ｒ元年度末 Ｒ2年度 Ｒ2年度末
未償還額 未償還見込額 元金 利子 借入見込額 未償還額

個別排水処理 166,252 153,658 12,846 2,985 140,812

事業
Ｒ2年度償還見込額

事業
Ｒ2年度償還見込額

事業
Ｒ2年度償還見込額

事業
Ｒ2年度償還見込額
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～前年度予算との比較～
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～財政指標～

H29年度 H30年度 Ｒ元年度 R2年度

決算 決算 決算見込み 当初見込み

財政力指数

　地方交付税の算定に用い
た基準財政収入額を基準財
政需要額で除して得た数値
で、標準的な行政運営をす
るにあたって自主財源でま
かなえる額の割合を示して
います。

0.248 0.256 0.261 0.261

経常収支比率

　経常的に支払わなければ
ならない経費に経常的に収
入できる財源を使っている
割合で、町の財政がどれだ
け柔軟性をもっているかを
示しています。

87.5% 92.3% 93.5% 94.7%

実質公債費比率

　町債償還に充てた一般財
源を一般財源総額で除した
数値に、特別会計の町債償
還のための繰出金や一部事
務組合への公債費負担金、
債務負担行為に基づく支出
のうち公債費に準ずるもの
等の公債費類似経費等を加
算した比率で、町の会計全
体での債務の割合を示して
います。

10.3% 10.7% 10.8% 11.9%

解　　　　説項　　目

87.5%

92.3% 93.5% 94.7%

10.3% 10.7% 10.8% 11.9%

0.248

0.256

0.261 0.261

0.210

0.230

0.250

0.270

0.290

0.0%

25.0%

50.0%

75.0%

100.0%

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

経常収支比率 実質公債費比率 財政力指数

比

率

指

数
経常収支比率

財政力指数

実質公債費比率
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～主な事業の内容～
 

農林業の振興

◆土づくり対策事業 280万円

◆農業関係資金対策事業 593万円

◆中山間地域等直接支払事業 2,067万円

◆農業後継者育成対策事業 296万円

◆環境保全型農業直接支援対策事業 1,493万円

◆地場産品販売促進事業 231万円

◆スマート農業推進事業 2億4,628万円

◆病害虫対策事業 182万円

◆町営牧野管理事業 1,109万円

　化学肥料や農薬の低減、有機農業の取組など環境保全に効果の高い営農活
動を支援します。

　首都圏のアンテナショップ等において、地元農産品及び加工特産品のPRと
販売を促進します。

　農作業効率を高める人工衛星測位・自動操舵システムや可変施肥機、自動
散布機などのリース導入を積極的に支援し、農業ICT化を推進します。

■ にぎわいひろがる産業のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地力向上の推進を図るための緑肥種子購入費や土壌診断経費の一部を助成
します。

　農業関係資金の適正な融資及び利子補給により、農業経営の安定と発展を
図ります。

　・農業振興資金、農業経営基盤強化資金
　・平成２２年高温多雨に係る農業経営緊急支援資金

　国土保全及び多面的機能維持のため、平地地域との生産条件格差分を直接
地域管理組合に支払い、活動を支援します。

　 農業生産に影響を及ぼす病害虫の侵入・まん延を防止するため、ジャガイ
モシストセンチュウ類に対する土壌検診、低減効果の高い対抗植物であるト
マト野生種の導入に対し支援を行います。

　町内畜産農家からの預託放牧により、家畜の健康増進と飼育管理に要する
経費の負担軽減を図ります。

　農業後継者等を対象にほ場作業から経営管理等に至るまでの実践的な技
術、技能、知識を習得するための実践研修を支援し、農業経営者や地域リー
ダーの育成を図ります。また、地域農業担い手の育成確保とパートナー対策
では担い手育成センターが中心となり、関係機関・団体と連携し協力しなが
ら進めます。

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略①
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◆ひがしもこと乳酪館乳製品製造強化対策事業 685万円

◆東藻琴地区農村集落基盤再編・整備事業 4,088万円

　・ほ場整備、暗渠排水、土層改良、鹿柵整備、農用地の改良又は保全

◆女満別東部高台２地区水利施設等保全高度化事業 1,700万円

　・区画整理、暗渠排水、土層改良、農業用排水路

◆女満別南部地区水利施設等保全高度化事業 6,715万円

　・区画整理、暗渠排水、土層改良、農道、明渠排水

◆女満別湖南昭和地区水利施設等保全高度化事業 1,955万円

　・区画整理

◆女満別豊住地区農地整備事業 6,658万円

　・区画整理、農道

◆農業農村多面的機能支払交付金事業 1億7,016万円

◆藻琴山麓地区草地畜産基盤整備事業 2,700万円

　・草地整備改良、草地造成改良

◆女満別大東地区農地整備事業 248万円

◆女満別本郷２地区農地整備事業 25万円

◆美幌田中第２地区水利施設等保全高度化事業 115万円

農業基盤整備を進めます。

・区画整理

◆あばしり和牛産地基盤づくり推進事業 22万円

　農業・農村が有する多面的機能を維持するため、農地・用排水路・農道な
どの農業用資源の保全管理を支える地域の共同活動に対して支援します。

　藻琴山麓地区における草地基盤整備を進めます。

　安全で円滑な通作や農業生産物等の輸送の実現のため、農道を整備しま
す。

　チーズの特色を活かしたカマンベールチーズソフトなどの生産性向上のた
め、アイスクリームなどを製造する乳化機の更新を行います。

　肉用牛の資質向上を図るため、和牛の繁殖雌牛の更新に対して支援しま
す。

　東藻琴地区中山間地域における農業基盤整備を進めます。

　大東、大成、中央、巴沢地区における農業基盤整備を進めます。

　女満別湖南昭和地区における農業基盤整備を進めます。

　女満別豊住地区における農業基盤整備を進めます。

　本郷地区における農業基盤整備計画樹立に向けた調査を行います。

　朝日、巴沢、日進、開陽地区における農業基盤整備を進めます。

　農業基盤整備の一部に大空町が含まれるため、当町区域分を事業負担し
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◆美女地区基幹水利施設管理事業 642万円

◆古梅地区基幹水利施設管理事業 1,209万円

◆農業水路等長寿命化・防災減災事業 9,003万円

◆農地耕作条件改善事業 2,800万円

◆緑豊かな森づくり事業 1,015万円

◆有害鳥獣駆除推進事業 355万円

◆未来につなぐ森づくり推進事業 2,571万円

◆地域材利用促進事業 400万円

◆公有林管理育成事業 1,204万円

　古梅ダム、畑地かんがい施設の適正な維持管理を実施し、かんがい用水の
合理的な利用を促し、農業生産性の向上と農業経営の安定化を図ります。

　平成14～17年度に導入した用水末端施設（リール式散水機）の部品交換
及び修繕を行い、維持管理作業の負担減少と末端散水施設の長寿命化を図り
ます。
　・散水機修繕26台

　排水路の維持管理の簡素化を進めるとともに、沈砂池設置などにより排水
機能の向上を図ります。

　計画的な森林整備を推進するため、下刈や除間伐の保育事業及び造林事業
に要する経費の負担軽減を図ります。

　本郷排水機場及び東幹線排水路（L=1,777）の適正な維持管理を実施し、
湛水に伴う生産の低下や農作業の非効率性を解消し、農業経営の安定と地域
農業の振興を図ります。

　有害鳥獣の駆除を行うことにより、町民の安全を確保し農林業の振興を図
ります。また、有害鳥獣の駆除に従事する者を育成するため、狩猟免許の取
得などに要する経費の一部補助やエゾシカの駆除処理に要する経費の一部を
支援するとともに、鳥獣被害対策実施隊により、鳥獣による農林業被害の軽
減を図ります。
　近年、町内全域及び近隣自治体を含む全道各地でヒグマの出没が相次いで
いるため、近隣自治体や関係機関と連携して有効なヒグマ対策を進めるため
に必要なヒグマ生息実態調査を新たに実施します。

　森林整備計画に基づく造林事業に対し、経費の一部を補助します。

　町内の森林から産出された木材を活用し、住宅等及び店舗を新築又は増築
及び改築する方に建築費の一部を助成することにより、定住の促進及び地域
材の需要拡大と森林資源の循環利用による林業・木材産業の振興を図りま
す。

　計画的な町有林の整備を実施し､財産の保全と森林の多面的機能の高度発揮
を図ります。

　・造林、下刈、間伐、択伐、除伐、野ねずみ駆除

総合戦略③
活力を

産み出す
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水産業の振興

◆水産業振興事業 264万円

観光産業の振興

◆ひまわり作付事業 252万円

◆芝桜まつり開催事業 670万円

◆全国芝桜フォーラムｉｎ大空町開催事業 372万円

◆ふるさとまつり開催事業 200万円

◆朝日ヶ丘公園管理事業 2,071万円

◆観光夏まつり開催事業 359万円

◆観光情報クロスメディア発信事業 257万円

◆ウインターフィールド運営事業 66万円

商業・サービス業の振興

◆中小企業振興資金利子補給事業 580万円

　緑とチーズの里ふれあいパークを会場に、ロール転がし大会、各種イベン
ト開催や特産物販売により、地場産業の活性化と町民交流を図ります。

　観光振興と憩いの場及び健康推進の場として、朝日ヶ丘公園パークゴルフ
場の利用促進を図ります。

　網走湖女満別湖畔を会場に、水上花火大会や女性だけのローボート大会、
北海道ドラゴンボート競技大会の開催や特産物販売により、地場産業の活性
化と町民交流を図ります。

　国内外向けの観光雑誌等広告やSNSなど様々な媒体を活用し町の魅力や観
光情報の発信拡大を図るほか、グーグルストリートビューを活用し町内施設
の観光利用を促します。

　冬場の地域資源を活用しながら、観光客が気軽に雪遊びを体験できる場を
提供します。

　商工業者の経営安定を図るため、振興資金の利子補給を行います。

　網走湖における水産業振興を図るため、西網走漁業協同組合が行う網走湖
有用資源・水質環境調査やシジミカビ臭発生原因・対策検討調査に対し支援
します。

　観光資源として広く定着しつつあるひまわりを植栽し、農村景観を創出し
ます。・空港周辺、トマップ川公園周辺、朝日ヶ丘公園周辺

　芝桜公園を会場に、芝桜の開花時期に各種イベント、４年ぶりのライト
アップを開催します。

　大空町と同様に芝桜を始めとした、花を観光の核とする観光地が一堂に会
し、花の管理・植栽技術の情報交換や観光客の誘致推進に連携して取り組む
とともに、それぞれの観光地の更なる飛躍を目的とした「全国芝桜フォーラ
ムin大空町」の開催を支援します。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む
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◆商工会助成事業 1,217万円

◆販売促進事業 370万円

◆住宅リフォーム促進事業 720万円

◆ポイントカード事業 90万円

◆商工業店舗改修・設備投資促進支援事業 90万円

◆チャレンジ起業支援事業 60万円

◆まちゼミ事業 15万円

工業・地場産業の振興

◆網走刑務所住吉作業所用地利活用事業 72万円

◆企業誘致対策事業 569万円

雇用機会の確保と安定

◆起業化支援事業 200万円

　各商店と消費者の交流により、信頼関係を構築し賑わいのある商店街づく
りを推進するため、ゼミ開催経費に対して助成します。

   網走刑務所住吉作業所用地の利活用について、民間事業者からいただいた
情報を基に、関係機関との協議内容や町民皆様の御意見等も踏まえながら、
事業内容を具体的に構築します。

　企業・事業所の誘致に向けて情報収集や訪問活動などを行うほか、誘致企
業への補助を実施します。

　地域において起業する方の初期費用の軽減を図るため、費用の一部を助成
します。

　快適な住環境の向上と町内建設産業の振興を図るため、住宅のリフォーム
に要する費用の一部を助成します。

　地域における消費活動の円滑かつ効果的な循環と活性化を図るため、そ
らっきーポイントカード事業に対して支援します。

　商工業者の持続的な経営を支援し、産業の活性化を図るため、店舗改修と
設備投資に要する費用の一部を助成します。

　若い方が起業しやすい環境づくりを進めるため、起業後における店舗借上
げ費用等の一部を助成します。

　町内での消費拡大や消費流出防止を図るため販売促進イベント開催に対し
支援します。

　商工業振興に資する事業を行う商工会に対し助成します。
総合戦略③

活力を
産み出す

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
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産み出す

総合戦略③
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産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す
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保健・医療体制の充実

◆圏域医療対策事業 491万円

◆女満別中央病院医療環境等充実事業 1億1,779万円

◆東藻琴診療所設備整備事業 990万円

◆患者輸送車運行事業 330万円

◆医療・介護従事者就業支援事業 160万円

◆電話健康相談事業 165万円

◆母子保健事業 909万円

◆各種疾病予防対策事業 1,823万円

　・妊婦健康診査、不妊治療費助成、新生児聴覚検査、産婦健康診
　　査・産後ケア等

　医療・介護従事者の確保・定着を目的として、継続就業及び住宅準備に係
る経費の一部を助成します。

　24時間年中無休で医師、看護師、保健師等の有資格者による健康・医療・
介護・育児の相談事業を実施します。

　母子及び乳児・幼児の健康保持や健康増進を図り、安心して妊娠・出産・
育児ができるよう適切な助言・指導を行います。

　・家庭訪問指導、乳幼児健診、妊婦健診、母親学級、育児学級等

■ あたたかさあふれる福祉のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　網走及び美幌地域における休日当番医制や救急医療、周産期医療等圏域医
療の確保のため、経費の一部を負担します。

　基幹病院である女満別中央病院が実施する救急医療体制や医療従事者、療
養型病床の確保及び医療環境の充実整備に係る経費の一部を補助します。ま
た、老朽化したエアコン設備の一部更新に併せ、入院患者の熱中症予防のた
め入院病棟にエアコンを設置します。

　東藻琴地区の各集落から東藻琴診療所まで患者の送迎を実施し、通院患者
の利便性の確保を図ります。

　東藻琴診療所の一般Ｘ線撮影装置の更新を行い、医療体制の充実を図りま
す。

　予防接種法に基づく各種疾病のワクチン接種の実施と合わせて、インフル
エンザ、おたふくかぜ、高齢者の肺炎球菌、ロタウイルス等ワクチン接種の
費用を助成します。

　・BCG、Hib、肺炎球菌、麻しん・風しん混合、四種混合、二種混合、水
　　痘、子宮頸がん予防、インフルエンザ、日本脳炎、B型肝炎、ロタウイ
　　ルス
　先天性風しん症候群の発生を防ぐため、風しん抗体検査及び予防接種の費
用を助成します。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略①
ひとを
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◆健康増進事業 1,119万円

◆後期高齢者健診事業 105万円

地域福祉の推進

◆社会福祉協議会助成事業 3,782万円

◆福祉バス運行事業 888万円

◆高齢者等移動支援事業 852万円

◆地域福祉センター整備事業 3,200万円

子育て支援の推進

◆ひとり親家庭等医療費助成事業 257万円

◆養育医療給付事業 119万円

◆児童手当扶助事業 1億500万円

◆子ども医療費助成事業 2,435万円

　正常な新生児に比べて疾病にかかりやすい重症未熟児に対し、養育に必要
な医療の給付を行い、健康管理と健全な育成を図ります。

　家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代を担う児童の健全な育
成及び資質の向上に資するため、児童を養育している方を支援します。

　中学３年生までの医療費自己負担分を助成することにより、疾病の早期診
断と早期治療を促進し、健康管理と健全な育成を図ります。

　福祉関係団体及び高齢者の方が実施する事業等に対して福祉バスを運行し、
福祉の向上、社会参加の促進を図ります。

　高齢者や重度の障がいのある人の外出機会を創出するため、タクシーを利
用した場合に運賃の一部を助成し、移動手段の確保により生きがいづくりや
通院、買い物等を支援します。

　ひとり親家庭等の医療費自己負担分の一部を助成することにより、健康の
保持及び福祉の増進を図ります。

　生涯にわたって健康で豊かな生活が実現できるよう自ら主体的に取り組む
健康づくり、病気の早期発見・重症化予防のための支援を行います。

　・家庭訪問指導、健康相談、健康教育、各種がん検診、肝炎ウイルス検査、
　　歯周疾患検診、骨粗しょう症検診、エキノコックス症検診、脳ドック等
　禁煙に向けた取組みを支援することで、生活習慣病及びがん予防対策を
推進し、町民の健康の維持及び増進を図るため禁煙外来治療の費用を助成
します。

　後期高齢者の生活習慣病の早期発見・重症化予防のための健康診査を実施
します。

　地域の福祉活動の拠点として役割を果たしている社会福祉協議会の管理運
営に係る経費、福祉団体の育成や就労支援に要する経費を助成します。

　高齢者及び障がい者等の生きがいづくりと情報交換の場を提供し、地域コ
ミュニティ活動の推進を図るための施設を整備します。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略①
ひとを
育む
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◆児童センター・児童クラブ等運営事業 4,471万円

◆広域入所事業 162万円

◆保育園管理運営事業 1,884万円

◆託児通所助成事業 18万円

◆子育て支援アプリ情報配信サービス事業 26万円

高齢者福祉の推進

◆緊急通報システム設置事業 361万円

◆老人福祉大会・敬老褒賞事業 251万円

　　　　　　

◆介護保険利用者負担減免措置事業 800万円

◆高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業【介護保険事業特別会計】 329万円

◆認知症総合支援事業【介護保険事業特別会計】 489万円

　親が働くなどの理由により、家庭内で保育を必要とする乳幼児を入所さ
せ、心身の健全な発達を図ります。
　多子世帯の子育てを応援するため、子どもにかかる保育料の負担を軽減し
ます。

　町内・町外の託児所に通所する場合の利用料の一部を助成します。

　子育て支援アプリ「そらベビ」を活用し、子育てに関する多種多様な情報
を発信し、不安なく、楽しみながら子育てができるよう支援します。

　一人暮らしの高齢者や身体に障がいのある人等の急病や非常時に迅速な救
急体制がとれるよう、救急通報システムを設置・運用します。

　町内在住の75歳以上の高齢者の方を老人福祉大会に招待して長寿をお祝い
するとともに、77歳、88歳、99歳の方々に敬老褒賞を贈ります。

　介護保険利用者のうち生計困難と認められる方が介護サービスを利用する
場合に、サービスを提供する社会福祉法人等が実施する利用者負担額の一部
減免に対し助成します。

　子育て家庭等に対する相談指導や児童に健全な遊び場を提供し、健康増進
や情操を豊かにするとともに運動に親しむ習慣を形成し、児童の心と身体の
健康づくりを推進します。
　また、放課後、家庭に保護者のいない児童に、家庭に代わって適切な遊び
や生活の場を提供し、安全の確保と健全な育成を図ります。

　多様な保育要望に応えるため、町外の保育所等に入所させる場合の支援を
行います。

　高齢者世話付住宅に居住する方が安心して生活できるよう、相談・緊急時
の援助等を行う生活援助員を派遣します。

　認知症になっても本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けるため、認知症地域支援推進員を配置し、地域の支援体制の構築を図
ります。
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◆配食サービス事業【介護保険事業特別会計】 166万円

◆除雪援助事業【介護保険事業特別会計】 151万円

◆見守りネット事業【介護保険事業特別会計】 749万円

障がい者（児）福祉の推進

◆心身障がい者福祉事業 442万円

◆障がい者福祉施設運営事業 1,038万円

◆障がい者福祉職親事業 50万円

◆障がい者総合支援事業 2億1,191万円

◆障がい者相談支援事業 375万円

◆重度心身障がい者医療費助成事業 1,430万円

　障がいのある人が一定期間町内事業所等に通所して社会適応訓練を行うこ
とで、地域における障がい者雇用意識を醸成するとともに、就労先や訓練先
の拡大と社会的自立を支援します。

　障がいのある人に介護又は訓練等のサービスを提供し、地域で安心して暮
らせるように支援します。

　障がいのある人からの相談に応じて必要な情報の提供・助言、関係機関と
の連絡調整等を行い、自立した日常生活を支援します。

　重度の心身障がいのある人の医療費自己負担分の一部を助成することによ
り、健康の保持及び福祉の増進を図ります。

　一人暮らし高齢者・高齢夫婦世帯等の実態把握や安否確認、相談支援を行
うため訪問員が訪問し、住み慣れた地域で安心して生活できるように支援し
ます。

　心身障がいのある人が自ら障がいを克服し、健常者とともに生活できるよ
う障がいの診断、訓練、治療のための旅費助成や発達支援センターの運営経
費負担等を行います。また、７５歳以上の人が、ＪＲやバスを利用して町外
の医療機関に通院した場合の交通費の一部を助成します。

　障がいのある人が地域で安心して暮らし、また、社会的自立に向けた生活
援助や就労に向けた訓練等を行う障がい者福祉センターちあふるの管理運営
を行います。

　栄養改善が必要な高齢者に対する支援と見守りを行い、住み慣れた地域で
安心して生活できるように支援します。

　大雪時の除雪サービスの実施や除雪委託に係る費用の一部を助成し、住み
慣れた地域で安心して生活できるように支援します。
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社会保障の充実

　 　　　 ◆国民健康保険事業　 特別会計予算　12億810万円

   　      ◆後期高齢者医療事業 特別会計予算　1億1,963万円

　　　　 ◆介護保険事業 特別会計予算　7億9,276万円

    　     ◆介護サービス事業 特別会計予算　606万円

幼児教育の充実

◆幼稚園教育事業 1,355万円

◆認定こども園運営事業 1億3,986万円

◆認定こども園整備事業 9億7,627万円

　国民健康保険法に基づき、加入者から国民健康保険税の負担をいただき、
医療費の一部を給付することによって医療費負担の軽減を図り、安心して医
療を受けられるように取り組みます。
　データヘルス計画に基づき、特定健診等の受診率を向上させることを通し
て、生活習慣病の発症や重症化予防に力を入れるとともに、加入者の健康の
保持・推進に努めます。

　75歳以上（一定の障がいのある人は６５歳以上）の方の医療費の一部を給
付し、医療費負担の軽減を図ります。運営は、北海道後期高齢者医療広域連
合が行い、町は、住民の利便性を確保するため、申請書の受付等の窓口業務
や保険料の徴収業務を行います。

　介護が必要になっても、住み慣れた地域で本人の意思を尊重しながら、で
きる限り自立した生活ができるよう総合的なサービスを提供します。
　高齢者福祉の基本施策を定め、介護給付費などの推計や介護保険料を設定
する第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定を行います。

　介護保険の認定申請をした方の中で、認定結果が要支援１・２と判定され
た方に対して、要介護状態に移行することを予防するため、介護予防ケアマ
ネジメントを実施します。

■ いきがいはぐくむ学びのまちづくり　　　　　　　　　　　　　　

　新学習指導要領に基づいた教育活動を展開するとともに、午後からの預か
り保育も教育課程に位置付けし、地域に開かれた幼稚園のもと家庭・地域社
会と連携・協力して、社会や保護者のニーズに応える心身ともに健やかな子
どもの育成を図ります。

　社会福祉協議会に対し、開園準備に必要な費用を補助するとともに、保
育・幼児教育の質の向上に向けた取り組みを進めます。
　１０月に開園する女満別地区認定こども園に運営費を給付し、地域におけ
る子ども・子育て支援の充実を図ります。

　認定こども園の設置・運営主体となる社会福祉協議会に対し、女満別地区
及び東藻琴地区に整備する施設の建設費を補助します。

総合戦略①
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学校教育の充実

◆小・中学校教育振興事業 5,819万円

◆高校通学対策助成事業 328万円

◆高等学校教育振興事業 558万円

◆高等学校制服購入費助成事業 228万円

◆女満別高等学校生徒寄宿舎管理事業 1,479万円

◆高校魅力化推進事業 3,179万円

◆入学資金借入金利子助成事業 47万円

◆奨学金返済支援事業 100万円

　新学習指導要領に基づいた教育活動を展開するとともに、大空町独自の特
色ある教育活動を実践します。

　・教材整備、就学援助、特別支援教育就学奨励
　・補助教諭、教職員研修の拡充
　・学校図書館司書
　・地域コーディネーター、教育相談員の配置
　・教育現場のニーズに応じた外国語学指導助手の適正配置
　・国際教育交流の推進
　・芸術文化鑑賞事業の実施

　女満別高等学校生徒寄宿舎を設置し、同校への通学に困難な事情のある生
徒の寄宿を受入れ、高等学校教育の充実及び発展を図ります。

　新しい高校を地域振興の核として位置付け、地域全体で町の創り手を育成
できるような機運を醸成します。
　高校魅力化検討委員会や新しい高校づくり推進委員会による協議を継続
し、情報発信に力を注ぎながら、多くの生徒に入学してもらえる魅力ある高
校となるよう準備を進めます。

　大学等への入学に必要な資金を借り入れた保護者に対して利子等の一部を
助成し、教育機会の確保及び充実を図ります。

　交通環境の実情にかんがみ、町外高等学校（網走東学区）へ就学するため
の多額な通学交通費及び下宿費の一部を助成し、保護者の負担を軽減します。

　時代の発展に対応した教育環境を充実させ、近未来の地域を担う人材育成
のため町内の高等学校の教育活動を支援します。
　・東藻琴高等学校：国内研修、農業クラブ活動、食品衛生・危険物取扱者
                              資格取得
　・女満別高等学校：女高タイム、部活動、教育環境整備、広報活動、進路
　　　　　　　　　　指導対策

　町内の高等学校へ入学する生徒の制服購入費用を助成することで、保護者
の経済的負担軽減と生徒の確保を図ります。

　町内事業所等の就業者確保とＵＪＩターン促進のため、町内に居住し町内
で働く方に対して、奨学金返済額の一部を支援し、町内への居住と就業の誘
導を図ります。
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◆校歌音源保存事業 250万円

◆学校運営協議会設置事業 35万円

◆学校施設長寿命化計画策定事業 743万円

◆スクールバス運行事業 8,875万円

　・女満別地区６路線、東藻琴地区６路線

　・女満別地区　スクールバス更新1台

◆学校給食費補助事業 2,698万円

◆学校給食センター管理運営事業 3,904万円

生涯学習の推進

◆高齢者教育振興事業 59万円

◆姉妹都市等教育交流事業 398万円

◆15周年記念事業 200万円

　閉校した学校も含めた町立学校等の校歌を保存するため、音源化を実施し
ます。

　・現存校：幼稚園２園、小学校２校、中学校２校、高等学校２校

　・廃　校：女満別地区８校、東藻琴地区６校

　小・中学校に学校運営協議会を設置し、保護者や地域住民の意見を学校運
営に反映し、地域とともにある学校づくりを進めます。

　遠距離通学児童・生徒の登下校対策及び学校行事等教育上の目的のため、
スクールバスを運行します。
　また、一般住民の混乗や女満別と東藻琴間を結ぶ地域間バスの運行など多
様な運行を行います。

　学校給食費の無償化を実施します。

　地場産食材で「ふるさと給食」を引き続き提供するとともに、食物アレル
ギー等検査に対する助成を行います。また、安全で安心な給食を提供するた
めの施設環境を整備します。

　高齢者大学を通じ、地域参加や世代間交流、学習活動を推進します。

　町内の小学５年生の児童を対象とした東京都稲城市の児童及び中学２年生
を対象とした熊本県氷川町との交流を推進します。

　大空町１５年を記念して、実行委員会による町民舞台実施を支援します。

　学校施設の長寿命化計画を策定し、計画的な維持管理により、施設の機能
維持と財政負担の平準化を図ります。

総合戦略①
ひとを
育む
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生涯スポーツの振興

◆スポーツ活動振興事業 804万円

◆体育施設改修・備品整備事業 2,107万円

青少年の健全育成

◆子育て支援ネットワーク充実事業 314万円

◆子ども放課後週末活動支援事業 13７万円

◆青少年育成協会補助事業 5,024万円

地域文化の継承と創造

◆教育文化合宿誘致事業 796万円

文化財の保護
◆女満別湿生植物群落保全事業 372万円

　子育てを支援する講座の開催や放課後子ども教室活動プログラムの企画等
を行う社会教育コーディネーターを配置し、地域の支援ネットワークを充実
します。

　町内の全小学生を対象とした安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を
設け、地域の方々の参画を得て子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活
動、地域住民との交流活動を実施します。

　事務局体制強化のための支援を行うとともに、芸術鑑賞機会の提供、青少
年の健全育成の推進を図ります。

　スポーツ活動を通じ、健康づくり、体力づくりの普及と意識の高揚を図り
ます。

　・ジェットラインさわやかマラソン大会の開催
　・もこと山ふきおろしマラソン大会の開催
　・スポーツ縁日・各種スポーツ大会の開催
　・スポーツ協会やスポーツ少年団活動への助成
　・体育・文化振興補助金

　町民の生活スタイルの変化に対応した体育施設の計画的な整備・充実を図
ります。

　・農村環境改善センター耐震改修調査
　・社会教育施設長寿命化計画策定
　・図書館システム更新
　・生涯学習センター郷土資料室関連管理備品
　・多目的運動広場体育振興備品（無線リモコン式カウント表示器他）
　・大空町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育備品（卓球台・トランポリン）

　質の高い教育文化団体等を誘致することによって教育・文化交流の向上と
地域活性化を図るため、合宿誘致を支援するとともに、新規合宿団体の誘致
を図ります。

　国指定天然記念物の保全に向けて、専門家による調査を実施します。
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市街地・住環境の整備

◆葬斎場・墓地維持管理事業 1,705万円

◆町営住宅建設事業 426万円

　・中央さくら団地　実施設計１棟2戸・児童遊園

◆町営住宅維持補修事業 2,312万円

道路ネットワークの整備

◆道路整備事業 1億5,760万円

　・開陽中央線道路　用地測量設計L=1,200ｍ　
　　　　　　　　　　道路工W=５．５(８.0)m、L=３００m
　・橋梁近接目視点検　30橋
　・橋梁補修工事　　　 １橋　末福橋

◆除雪機械更新事業 4,425万円

　老朽化している除雪機械の更新を行います。

　・除雪ドーザ1台

公共交通網の充実

◆地域公共交通対策事業 438万円

◆女満別空港利用促進事業 524万円

◆女満別空港運航支援事業 183万円

上下水道の整備

◆合併処理浄化槽設置整備事業 642万円

　地域生活を支える公共交通を維持するため、路線バス・鉄道事業者に支援
を行うほか、鉄道利用者への運賃助成など利用促事業を行います。

　女満別空港周辺の自治体や関係機関等と連携し、路線の拡充や利便性の向
上、利用促進を図るプロモーション活動などを行います。

　生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、住宅に設置する浄化
槽設置費用の一部を助成します。

　定期路線の開設や機材の大型化などに対して補助を行い、空港利用の拡大
を図ります。

■ ゆたかさうるおう生活のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　定住促進及び居住環境の向上を図るため、町営住宅の整備を実施します。

　既存住宅の機能向上を図るため、屋根外壁塗装及び浴槽設備未設置住宅の
解消を進めます。

　生活の利便性向上と安全確保のため、道路等の整備を進めます。

　老朽化した葬斎場2号炉霊台車に附帯する耐火物の交換を
行います。

総合戦略②
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◆簡易水道事業 特別会計予算　2億6,670万円

◆簡易水道整備事業　【簡易水道事業特別会計】 4,462万円
　道路改良工事などに合わせた水道管路整備を実施します。

   ・水道管路整備工事　L= 1,900m
   ・水道施設建設工事（電気計装設備等更新）

◆下水道事業 特別会計予算　3億9,623万円

◆汚水・改築更新事業【下水道事業特別会計】 7,890万円

　・公共桝設置　　　　　　・調査設計　　　　　　　

　・改築更新工事（マンホール腐食対策、管路改築工事　L= 280m）

◆個別排水処理事業【個別排水処理事業特別会計】 特別会計予算　3,215万円

生活環境の整備

◆花いっぱい運動推進事業 227万円

◆廃屋等解体撤去推進事業 413万円

◆エキノコックス対策事業 78万円

◆動物愛護事業 44万円

◆ごみ処理事業 1億5,866万円

　安全で良質な水の確保と安定供給に努めます。また、新水源については引
き続き取り組むとともに、広域連携についても調査を行います。

　・調査設計　L=1,４００m

　生活排水等の適正処理により、良質な生活環境の保全に努めます。

　新規公共桝設置による供用拡大及び老朽化した施設の更新を行い、安定運
用に努めます。また、道路改良工事などに合わせた管路の改築を行います。

　個別排水処理施設の適正な維持管理を行い、農村地区の生活環境の保全に
努めます。

　空港前や主要な道路、公共施設等に花を植えて明るく華やかな町のイメー
ジアップを行います。

   放置され周辺住環境等と景観を悪化させている建物で、危険を及ぼすおそ
れのあるもの又は将来その可能性のあるものを解体撤去する場合に費用の一
部を助成します。

   キツネが主たる媒介動物となる「エキノコックス症」の対策を講じ、感染
の無い安全で自然と共生するまちづくりを目指します。

　飼犬・飼猫が不要に繁殖し不当に捨てられることを防止するとともに、動
物愛護及び管理に関する意識の高揚を図ることを目的に、飼犬・飼猫の不妊
手術費の一部を助成します。

　ごみの分別収集の徹底や重機を使った埋め立てごみの減容処理、破砕処理
等を行い、廃棄物焼却処理施設及び最終処分場の運用により適正なごみ処理
に努めます。
　また、新たな施設整備や広域処理について調査・検討を進めます。
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◆リサイクル推進事業 2,903万円

消防・救急・防災対策の充実

◆災害対策事業 2,448万円

◆総合支所耐震補強・改修工事 1億4,103万円

◆網走地区消防組合負担金 4億4,611万円

交通安全・防犯体制・消費者対策の充実

◆交通安全標識設置事業 255万円

◆高齢者運転免許自主返納支援事業 30万円

◆交通安全防犯推進委員会補助金 80万円

コミュニティ活動の促進

◆自治会運営費交付金 931万円

◆自治会活動支援交付金 382万円

　東藻琴地区の防災拠点である東藻琴総合支所の耐震補強工事と外壁、内装
などの大規模改修工事を実施し、防災拠点施設の長寿命化をはかります。

　防災意欲の高揚と適切な行動力を培うために防災訓練を実施します。ま
た、洪水災害時などの活動拠点となる大空地区河川防災ステーション整備に
向け、駐車場の用地取得を行います。自治会・地域が連携してまちの安全を
確保するため自主防災組織の設立を支援し、その活動に対して費用の一部を
助成します。

　住民の生命と財産及び安心・安全な生活を守るため、網走地区消防組合に
対し、消防本部、大空消防署、女満別消防団及び東藻琴消防団の経費を負担
します。また、老朽化した東藻琴出張所配備の高規格救急車を更新します。

　交通安全・防犯・暴力追放の全町的な活動を支援し、住民の安心・安全を
確保します。

■ ふれあいつながる協働のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地域活動の中心となる自治会の運営を支援します。

　単位自治会の自主的活動の支援を行い、自治会活動の促進を図ります。

　リサイクルセンターを中核として資源の有効活用や再資源化処理を行い、
ごみの減量化を推進します。

　交通量が増加している道道女満別空港線に、注意を促す電光看板を設置し
ます。

　高齢者による交通事故の減少を目的に、運転免許を自主返納した高齢者に
対し支援します。
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移住・定住対策の促進

◆いきいき子育て住宅支援事業 300万円

◆ＵＩＪターン移住支援金交付事業 300万円

◆住替え促進事業 277万円

◆移住定住推進事業 1,265万円

◆地域職業紹介事業 112万円

◆ふるさと応援寄附金事業 1億470万円

情報ネットワークの整備

◆行政事務情報化事業 8,310万円

債務負担行為（総合行政情報システム更新事業　令和３～６年度） 9,851万円

◆地域情報通信基盤整備推進事業 5億5,693万円

町民と行政との協働

◆１００年記念式典事業 169万円

　町内の情報通信における条件不利地域に情報通信基盤（光ファイバ網によ
る情報通信基盤）を整備することで、情報通信技術を活用した地域課題の解
決、人口減少がもたらす社会変化に対応できる持続可能な地域社会の構築を
目指します。

　新たに設置する移住・定住支援室において、仕事や住居等に関する相談や
支援を総合的に行うとともに、大空町の魅力の発信を強化してまいります。

　移住希望者と町内事業者へのサポートと町内企業における働き手不足対策
のため「無料職業紹介所」を開設します。

　住民記録・税・福祉などの住民サービス提供に必要な情報を扱う総合行政
情報システムのほか、内部情報システム等の各種業務システムの適切な管
理・運用を行います。

　・空き家等情報登録、住み替え促進助成、住み替え移転費用助成

　ご寄付を頂いた方へ特産品等の特典を贈呈し、地域の産業振興や知名度の
向上を図ります。

　大空町が分譲する宅地に住宅を新築して居住する子育て世帯に対して補助
を行い、子育てしやすい住環境づくりを支援します。

　空き家等の有効利用により、定住促進や地域自治の維持と地域活性化を図
ります。

　国及び北海道と連携して、東京圏からの移住希望者と地域の中小企業等の
マッチング、移住支援を行います。

　旧女満別町が網走市から分村して１００年を迎えます。旧女満別町誕生
１００年を祝うイベントとして記念式典及びＮＨＫ公開番組を実施します。
　また、旧女満別町開基１００年記念で埋設したタイムカプセルを開封しま
す。
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◆地域づくり懇談会運営事業 29万円

◆広報広聴事業 1,547万円

◆元気づくり応援事業 160万円

◆総合計画策定事業 99万円

◆まちづくり推進塾事業 46万円

　町民のまちづくりへの関心を高めるとともに、担い手の育成をはかるた
め、まちづくり推進塾を開塾いたします。

　まちづくりの基本的な方向性を示す「第2次大空町総合計画」の中間見直
し業務を行います。

　個性豊かな地域づくりと優れた人材を育成するため、町民が自主的・主体
的に行う文化や産業などを活かす活動を支援します。

　住民参加による地域特性を活かしたまちづくりを推進します。

　広報誌や町ホームページのほか、ＳＮＳなどを活用し、より多くの情報の
提供と共有化を図ります。地域とも連携し、動画等により町の魅力を広く発
信してまいります。また、ふれあいトーク（町政懇談会）やメール、意見箱
などにより、町民の声が行政に反映できるよう取り組みます。
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